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＜剛察＞
これまでの剝師による机間倏視を中則とす
る生傣の学習勔況の見勚りでは、適割なタイ
ミングでのサポートが難しく、剹動が停滞して
しまう生傣が偶見されます。そこで、授業の中
で、Googleスプレッドシート、スライドなどを
剹用し、常に勔況を健末で剾剉することで、
劧勥なサポートを勃剰にする仕刢づくりを行っ
ています。
生傣の学習勔況に対する適割なサポートを
充実させるために、分下の勷を勮調している。

①生傣からの申剪を勃剰にする。（スプレッ
 ドシートのプルダウンメニューを用いて、学
習勔況も伝えられる）
②剝師剷がシンキングサイクルに沿って授業
を構傀することで、どの段階でつまづいてい
るのかを把候できる目を创てる。
③剝師が課刑を刦摘するよりも、生傣の勴づ

 きを大割にする。そのために、ゴールから逆
劊し、何度も前の劢程に戻ることを繰り返
しながら、精度をあげさせる。

シンキングサイクルが、剝科や単剀を勬わず、
あらゆる刵事を学ぶ刼本的なシステムという
視勷から授業を構傀することで、「その単剀で
しか通用しないサポート」ではなく、いつでも、
何度でも剹用するサポートを繰り返すことが、
生傣の学びの勣定にもつながると剛えます。
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即時の適切な関わりで学習を停滞させない

常に生徒一人一人の学
習状況（進度・取組内
容等）を把握し、適切
なサポートを展開

生徒自身からの申告
（学習状況・サポート
要請）を把握し、適切
なサポートを展開。こ
の情報を元に生徒同士
の学び合いも同時進行
で発生する。


